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Synology VisualStation をお買い上げいただきありがとうございます。VisualStation は Surveillance Station の機
能性を補うために、ライブビュー機能を提供するソリューションです。 Synology NAS とペアリングすると、
VisualStation で次のようなことが可能になります。

ライブビューでフィードをリアルタイムに監視する
VisualStation のライブビューは、コンピュータを常時起動していなくても、Synology NAS とペアリングした IP 
カメラのフィードをリアルタイムで監視するための機能です。PTZ（パン、チルト、ズーム）コントロールを使
ってフィードを調整したり、スナップショットをキャプチャしたり、それらを USB ドライブに保存したりする
ことができます。さらに、環境や必要に合わせてフィードのレイアウトを変えたり、カスタマイズしたりするこ
とも可能になります。 

詳細は、 6 ページの「ライブビュー」を参照してください。

タイムラインを使って録画を再生する
タイムラインは IP カメラで撮影し、Synology NAS に保存された録画内容を再生するための機能です。検索を
かけるときに条件（カメラや日付）を設定することができます。別のカメラや別の時間に録画されたフィードを
同時に見ることができますので、フッテージを比較するのが簡単です。 

詳細は、 9 ページの「タイムライン」を参照してください。

録画とシステム ログの管理
VisualStation では録画内容とシステム ログを管理することができます。録画フッテージは再生したり、USB デ
バイスにダウンロードしたりすることができます。また、誤って削除して重要なフッテージを消失してしまわな
いように、ロックをかけることもできます。

詳細は、12 ページの「録画リスト」と 13 の「ログ」を参照してください。

オンライン リソース

リンクをクリックすると、Synology のオンライン リソースをご利用いただけます。
• ナレッジベース： www.synology.com/knowledgebase

• フォーラム： forum.synology.com

• ダウンロード センター： www.synology.com/support/download.php

• テクニカルサポート： www.synology.com/support/support_form.php

はじめに 1
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VisualStation の設定
本書の説明は、お使いになる Synology VisualStation がすでにローカル ネットワークに接続されており、Surveillance 
Station 7.0（またはそれ以上）を起動する Synology NAS とのペアリングも完了していることを想定しています。 ハ
ードウェアやソフトウェアの設定がまだ終わっていない場合は、Synology VisualStation のクイック インストール ガイ
ドを参照してください。

Surveillance Station で設定を管理する
Synology VisualStation は、常時コンピュータを起動していなくても IP カメラのフィードを監視できます。 た
だし、IP カメラの構成など、基本的な設定は Surveillance Station にアクセスできるコンピュータから管理する
必要があります。このセクションでは、これらの基本設定を管理する方法を紹介します。

Surveillance Station へのアクセス
VisualStation の設定を管理するには、Surveillance Station にアクセスできなければなりません。Surveillance 
Station にアクセスするには、administrators グループに属するアカウントで Synology DiskStation Manager 
(DSM) にログインしてください。 次に、[ メイン メニュー ] > [Surveillance Station] の順に選択します。

DSM または Surveillance Station って何 ? DSM や Surveillance Station についてお知りになりたい方は、Synology 
DiskStation ユーザーガイド（www.synology.com からダウンロードできます）を参照してください。
別の情報を知りたい場合 Surveillance Station で VisualStation の設定を管理する方法については、Surveillance Station ヘ
ルプを参照してください。 ヘルプをお読みになるには、Surveillance Station を開き、絵アイコンをクリックした後で [ ヘ
ルプ ] をクリックしてください。

IP カメラの設定を編集する
VisualStation はローカル ネットワーク上の IP カメラのフィードを表示します。ただし、IP カメラを先に 
Surveillance Station で設定しておく必要があります。 IP カメラの設定を編集するには、Surveillance Station を
開き、[IP カメラ ] を選択します。

アドオンで VisualStation を有効にする
VisualStation を使用するには、次の手順に従ってください。

1 Surveillance Station を起動します。
2 [ アドオン ] >[VisualStation] を選択します。
3 [操作 ] > [実行 ] をクリックします。

ライブビュー レイアウトのカスタマイズ
ライブビューページのフィードは、VisualStation または Surveillance Station からレイアウトを変えたり、カス
タマイズしたりすることができます。 VisualStation でライブビューのレイアウトを編集するには、7 ページ
の「コントロール パネル」をご参照ください。 Surveillance Station からライブビュー レイアウトをカスタマイ
ズしたり、作成したりするには、次の手順に従ってください。

1 Surveillance Station を起動します。
2 VisualStation を選択します。
3 [編集 ] をクリックします。
4 [ ライブビューの編集 ] を選択します。

Synology VisualStation の準備をする
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 5 第 2 章： Synology VisualStation の準備をする

デバイスとシステム設定の編集
VisualStation のデバイス情報やシステム設定は、Surveillance Station から見たり、編集したりすることができ
ます。デバイス情報やシステム設定を確認するには、次の手順に従ってください。

1 Surveillance Station を起動します。
2 VisualStation を選択します。
3 [編集 ] をクリックします。
4 [設定を編集 ] を選択します。

VisualStation に慣れる
このセクションでは、Synology VisualStation のナビゲーションや操作方法の基礎を説明します。

マウスやジョイスティックを使う
VisualStation の電源を入れてブートアップしたら、接続されている HDMI または VGA ディスプレイに 
VisualStation の画面が表示されます。 このユーザー インターフェイスをナビゲートしたり、操作したりするた
めに、VisualStation の背面パネルにある USB ポートにマウスやジョイスティックを接続することができます。

ナビゲーション
画面の一番上にはタスクバーがあります。これはページとページを移動するためのものです。下の図と説明をお
読みください。

アイテム 名前 機能

1. ライブ ビュー [ ライブビュー ] タブを選択します。

2. タイムライン [ タイムライン ] タブを選択します。

3. 録画リスト [録画リスト ] タブを選択します。

4. ログ [ ログ ] タブを選択します。

5. 通知 システム メッセージや警告などの通知が表示されます。

6. ロック VisualStation を現在ペアリングしている Synology NAS にロックして、別の NAS 
がそれとペアリングしないようにします。

7. オプション

次のオプションがあります。
1. 情報：次のシステム情報が表示されます。 型名、シリアル番号、IP アドレス、
ファンの状態、ペアリングしたサーバーの情報。

2. ネットワーク： デバイス名やネットワークの設定を編集します。
3. ファームウェア： ファームウェアのアップグレードを行います。
4. シャットダウン： VisualStation の電源を切ります。



この章では、Synology VisualStation の主な機能の使い方を説明します。ライブビューによるフィードの監視、
タイムラインを使って録画再生、管理機能を使った録画ファイルやシステム ログの管理、システム情報の表示、
オプション設定を使ったファームウェアの更新などが含まれます。

ライブ ビュー
ライブビューページでは、Synology NAS とペアリングした IP カメラのフィードをリアルタイムで監視したり、
スナップショットをキャプチャしたり、PTZ（パン、チルト、ズーム）コントロールでフィードを調整したりす
ることができます。環境や必要に合わせてフィードのレイアウトを変えたり、カスタマイズしたりすることも可
能です。

アイテム 名前 機能

1. ライブビュー レイアウト IP カメラのフィードを表示します。 詳細は、次の「ライブビュー レイアウト」
をご覧ください。

2. コントロール パネル PTZ コントロール、ズーム、オーディオ音量などでカメラのフィードを操作しま
す。 詳細については、「コントロール パネル」をご覧ください。

3. レイアウト パネル ライブビューのレイアウトを編集したり、レイアウト関連の機能を有効 /無効に
したりします。 詳細については、「レイアウト構成」をご覧ください。

4. パトロール パネル パトロール設定を切り換えます。 詳細については、「パトロール コントロール」
をご覧ください。

5. デバイス出力パネル デジタル出力またはオーディオ出力をアクティベート /非アクティベートします。 
詳細は、「デバイス出力機能」をご覧ください。

ライブビュー レイアウト
ここには IP フィードが表示されます。フィードのレイアウトは、Surveillance Station で変更できます。 詳細は、
4 ページの「ライブビュー レイアウトのカスタマイズ」をご覧ください。

VisualStation の操作 3
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フィードをクリックすると、それが選択されます。 フィードを選択したら、左パネルのコントロールを使って
表示オプションを変更できます。選択されているフィードは、黄色い枠で囲まれています。 

フィードをダブルクリックすると、そのフィードの画像が拡大されます。標準ビューに戻るには、もう一度ダブ
ルクリックしてください。

ポインタをカメラ フィードの左下隅に合わせると、スナップショットボタンや一時停止 /再開ボタン、カメラが
サポートする機能に応じた別のボタンなどが表示されます。 詳細は、Surveillance Station ヘルプを参照してく
ださい。

アイテム 名前 機能

1. スナップショット 選択したカメラのフィードの静止画を保存します。スナップショットを保存する
には、VisualStation に USB ドライブを接続する必要があります。

2. 一時停止 /再開 選択したカメラのフィードを一時停止または再開します。

コントロール パネル
このセクションでは、ライブビューページでフィードを操作するためのオプションを設定できるコントロール 
パネルについて説明します。

アイテム 名前 機能

1. PTZ コントロール

PTZ（パン、チルト、ズーム）コントロールに対応するカメラの角度やズームを
調整します。カメラが PTZ 機能に対応していない場合は、これらのコントロール
を使用することはできません。

矢印ボタンを使って選択したカメラの角度を調節します。

ホームボタンを押すと選択したカメラが既定の位置に戻ります。

「+」ボタンと「-」ボタンを使って、選択したカメラの光学ズームを調整します。

2. デジタル ズーム ドラッグして、選択したカメラのデジタル ズームを調整します。画像をクリック
してドラッグすると拡大します。
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アイテム 名前 機能

3. ボリューム ドラッグして、選択したカメラの入力音量を調整します。カメラがオーディオ出
力に対応していない場合は、このスライダーを使用することはできません。

レイアウトの設定
このページでは、レイアウトを設定できます。 Surveillance Station から VisualStation のライブビュー レイアウ
トを設定するには、4 ページの「ライブビュー レイアウトのカスタマイズ」をご覧ください。

アイテム 名前 機能

1. レイアウト VisualStation のレイアウトを作成、削除、管理します。 デフォルトのレイアウト
は削除できません。

2. レイアウトの切り換え 既存のレイアウト設定を選択します。

3. 情報 各カメラ フィードの説明が表示されます。

4. 縦横比 固定縦横比でカメラフィードを表示します。

5. フルスクリーン カメラフィードのレイアウトを全画面で表示します。 右クリックすると、フルス
クリーン モードを終了します。

パトロール コントロール
このパネルのドロップダウン メニューから、パトロールやプリセットの位置などを選択できます。詳細は、
Surveillance Station ヘルプを参照してください。

デバイス出力機能
デジタル出力とオーディオ出力機能は、このパネルでオン / オフを切り替えることができます。詳細は、
Surveillance Station ヘルプを参照してください。



 9 第 3 章：VisualStation の操作

タイムライン
タイムラインページでは、IP カメラで撮影し、Synology NAS に保存した録画を再生することができます。録画
はカメラや日付によって区別することができます。また、別のカメラや時間に録画されたフッテージを同時に見
ることができますので、録画を比較するのが簡単です。

アイテム 名前 機能

1. 録画ビューア IP カメラで録画したフッテージが表示されます。 「録画ビューア」をお読みくだ
さい。

2. タイムライン 撮影した時間で録画を検索します。 「ライムライン」をお読みください。

3. カメラ パネル 指定したカメラで撮影した録画を再生します。 「カメラ パネル」をお読みくだ
さい。

4. コントロール パネル 再生、一時停止、デジタルズームなどの再生コントロールです。「コントロール 
パネル」をご覧ください。

5. 操作パネル 同期モードを有効にしたり、縦横比を固定したりします。 「操作パネル」をお読
みください。

録画ビューア
IP カメラの録画を表示します。 

フィードをクリックすると、それが選択されます。 フィードを選択したら、左側のコントロールを使って表示
オプションを変更できます。選択されているフィードは、黄色い枠で囲まれています。 

フィードをダブルクリックすると、そのフィードの画像が拡大されます。標準レイアウトに戻るには、もう一度
ダブルクリックしてください。

ポインタをカメラフィードの左下隅に合わせると、スナップショット、シーク、ダウンロードなどのボタンが表
示されます。
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アイテム 名前 機能

1. スナップショット 選択したカメラのフィードの静止画を保存します。スナップショットを保存する
には、VisualStation に USB ドライブを接続する必要があります。

2. シーク

指定した時刻から録画を検索します。シークボタンをクリックした後、時間を入
力してください。すると、VisualStation が指定した時刻以降に撮影された録画を
再生します。
例えば、シークをクリックして 07:00:00 と指定した場合、07:15:00 までは何も録画され
ていなかったとします。この場合、07:15:00 から再生が開始されます。

3. ダウンロード 表示中の録画を USB ドライブにコピーします。録画ファイルを保存するには、
VisualStation に USB ドライブを接続する必要があります。

タイムライン
タイムラインには録画した時刻が表示されます。特定の時刻に撮影された録画を即座に探し出すことができま
す。 2 つの列があり、左側はすべてのカメラフィードを表示し、右側は現在選択されているカメラフィードを表
示します。

タイムラインで特定の時刻をクリックすると、その時刻以降に撮影された最初の録画が再生されます。例えば、
[ カメラ A] を選択し、08:00:00 をクリックした場合、仮に 08:34:00 まで何も録画されていなかった場合は、08:34:00 から
録画されたフィードが再生されます。

カメラ パネル
カメラを選択します。選択したカメラで撮影した録画が再生されます。タイムラインページで再生する前に、1 
台以上のカメラを選択する必要があります。

アイテム 名前 機能

1. サーバー CMS 構造に属するサーバーを選択し、選択したサーバーからカメラ フィードを
表示します。

2. カメラ
指定したカメラの録画を再生します。最大 4 台のカメラを選択できます。それぞ
れのドロップダウン メニューは、録画ビューアのレイアウトの位置とタイムライ
ンに対応しています。
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コントロール パネル
選択したカメラのフィードを再生するときに使用します。

アイテム 名前 機能

1. カレンダー 指定した日の録画を再生します。 録画がある日付は青で表記されます。

2. 再生、早送り、次へ 再生 /一時停止、早送り / スローモーション、次へ /戻る、次のフレーム /前のフ
レームなどのボタンを使って、再生をコントロールします。

3. デジタル ズーム ドラッグして、選択したカメラのデジタル ズームを調整します。画像をクリック
してドラッグすると拡大します。

4. ボリューム ドラッグして、選択したカメラの音量を調整します。カメラがオーディオ出力に
対応していない場合は、このスライダーを使用することはできません。

操作パネル
各種操作を実行します。

アイテム 名前 機能

1. 同期モード

同期モードの有効 /無効を切り換えます。
同期モードを有効にすると、同じ時間に撮影した録画を同時に再生することがで
きます。例えば、07:15:00 に指定した場合、指定したすべてのカメラで 07:15:00 に撮影
された録画が一斉に再生されます。
同期モードを無効にすると、選択したカメラで別々の時刻に撮影された録画を再
生し、比較することができます。例えば、カメラ A で 07:15:00 に撮影された録画を再
生しながら、カメラ B で 03:45:00 に撮影された録画も再生できます。

2. 縦横比を固定 各カメラフィードの縦横比を固定します。
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録画リスト
「録画リスト」ページには、IP カメラで録画したフッテージ リストが表示されます。録画ファイルは再生した
り、USB デバイスにダウンロードしたりすることができます。また、誤って削除して重要な録画を消失してし
まわないように、ロックをかけることもできます。

録画は、VisualStation にペアリングされた Synology NAS に保存されています。録画はカメラ、録画モード、開
始時間、ファイル サイズ、ビデオ フォーマットなどによってフィルタ化できます。 フィルタアイコン ボタンと
右上隅にあるサーバー名（ ）をクリックし、フィルタの条件を設定すると、表示する録画を
定義できます。

録画のダウンロード
別のデバイスに録画をバックアップしたり、表示したりするために、録画をダウンロードする必要があるかもし
れません。録画をダウンロードするには、次の手順に従ってください。

1 USB ドライブを VisualStation に接続します。

注 : 1 台の USB ドライブしかマウントできません。 複数の USB ドライブが繋がれている場合は、ダウンロードしたアイテム
は最初に繋いだ USB ドライブにのみ保存されます。

2 ダウンロードしたい録画を選択します。
3 [ ダウンロード ] ボタンをクリックします。

録画をロックする
システムが古いファイルを消去するときに、誤って大切な録画も消去してしまわないように、ロックをかけるこ
とができます。録画をロックするには、次の手順に従ってください。

1 ロックしたい録画を選択します。
2 [ ロック ] > [指定録画をロック ] を選択します。
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ログ
ログページにはシステムやカメラの状態についての情報（エラー、警告、その他のメッセージ）が表示されます。

ログ ページに表示する情報は定義できます。フィルタアイコンとサーバー名（ ）が表示さ
れたボタンをクリックし、録画タイプ、関連するカメラ、時間など、フィルタの条件を設定してください。

ログのダウンロード
ログ情報を USB ドライブにダウンロードして、バックアップを作成することができます。ログをダウンロード
するには、次の手順に従ってください。

1 USB ドライブを VisualStation に接続します。

注 : 1台の USB ドライブしかマウントできません。 複数の USB ドライブが繋がれている場合は、ダウンロードし
たアイテムは最初に繋いだ USB ドライブにのみ保存されます。

2 [ ダウンロード ] ボタンをクリックします。
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オプション
デバイスの情報、ネットワーク設定、ファームウェアのアップグレード、シャットダウンなどのオプションは、
下図に示すように、タスクバーにあるツール アイコンをクリックすると表示されます。

情報
情報ページには、型番、シリアル番号、IP アドレス、温度の状態、ペアリングした Synology NAS のデバイス
名や IP アドレスなど、VisualStation に関連するデバイス情報が表示されます。 

温度の状態は次のように表示されます。

アイテム ライト 状態

温度の状態

緑 ノーマル

赤
VisualStation のステータス LED は、過熱時には赤色に点滅します。

注 : 温度が 70° C (158° F) 以上になると、VisualStation は自動的にシャッ
トダウンします。

ネットワーク
VisualStation の商品名とネットワーク設定が表示されます。また、設定を編集することもできます。

ファームウエア
VisualStation のファームウェアをアップグレードします。ファームウェアをアップグレードするには、次の手順
に従ってください。

1 最新のファームウェア アップデートを www.synology.com からダウンロードしてください。
2 ファームウェア ファイルを USB ドライブにコピーします。
3 USB ドライブを VisualStation に接続します。
4 オプション（ツール アイコン）を開きます。
5 [ ファームウェア ] を選択します。
6 [ スキャン ] をクリックします。システムが USB ドライブ上の最新のファームウェア ファイルを検出
します。

7 [ アップグレード ] をクリックします。
ファームウェアのアップグレードが完了すると、VisualStation の電源が自動的に切れて再起動します。

シャットダウン
VisualStation をシャットダウンします。 このボタンを使用できないときは、VisualStation の正面パネルにある
電源ボタンを押すとシャットダウンできます。

www.synology.com/support/support_form.php


この章では、Synology VisualStation をご使用になる上で生じやすい問題に対処する方法を紹介します。

VisualStation と Synology NAS をペアリングできません
VisualStation の管理を簡略化し、安全性を高めるには、VisualStation を Synology NAS にロック（固定）する
ことができます。このようにすると、VisualStation を別の Synology NAS とペアリングしてしまう間違いを防ぐ
ことができます。 VisualStation と新しい Synology NAS をペアリングするには、VisualStation をロック解除す
る必要があります。

VisualStation のロックの状態は、フロントパネルのロック LED インジケータで確認できます。下の表をご覧く
ださい。

アイテム ライト 状態

ロック LED インジケータ
オフ ロック解除

緑 ロック

VisualStation をロック / ロック解除する
VisualStation をロックまたはロック解除するには、タスクバー上のロックボタンをクリックします。次に、[ こ
れをロックする ] オプションを選択し、[OK] をクリックします。

ローカル ネットワークで VisualStation が検出されません
ネットワークの問題があるときは、次のことをお試しください。

• ネットワーク ルーターは正常に作動していますか？ DSL やケーブル ルーターなど、ネットワーク装置の設定
を変更する方法がお分かりにならない場合は、メーカーにお問い合わせください。インターネット サービス
会社が提供した機器をご使用になっている場合は、その会社にお問い合わせください。

• ネットワークに接続されているすべての機器の電源を切るか、プラグを抜いてください。モデルやルーターの
ライトがすべて消えていることを確認してください。1 分経ってから、再度デバイスの電源を入れます。一部
の VOIP モデルには電池が入っていることがあります。モデルの電源を完全に切るには、電池も抜いてくださ
い。

• VisualStation にデフォルト設定を復元します。デフォルト設定を復元するには、VisualStation の背面パネル
にあるリセットボタンを警告音が鳴るまで押し続けます。

• 同一ネットワーク上のコンピュータを Surveillance Station に接続してみて、ネットワークの接続状況を確認
してください。 Surveillance Station に接続できない場合は、Synology NAS の設定を確認する必要がありま
す。

• ルーターやモデムも含め、すべてのネットワーク機器のファームウェアとドライバをアップデートします。詳
細は、デバイスのメーカーにお尋ねください。

• ネットワーク設定に複数のスイッチやルーターが含まれる場合は、VisualStation と Synology NAS を同じス
イッチまたはルーターに繋いでみて、問題を探し出してください。または、両方を別のネットワークに接続し
てみる方法もあります。

「まだペア化されていません」、「無効」、「接続解除」などの警告メッセージが
表示されます
それぞれのメッセージの意味については、次の表をご覧ください。

メッセージ 説明

まだペア化されていません
VisualStation が Synology NAS とペアリングされていません。VisualStation のペアリングにつ
いては、VisualStation のクイック インストール ガイド、または Surveillance Station ヘルプをご参
照ください。

無効
VisualStation はペア化されていますが、Surveillance Station で無効にされています。 
VisualStation を有効にするには、Surveillance Station で [VisualStation] を選択し、[有効 ] を
クリックします。

接続解除 VisualStation がネットワークから切断されています。すべての接続を確認してください。

トラブルシューティング 4

 15 

章節
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カメラ フィードのフレームレートが低すぎます
ライブビューページのフィードのフレーム レートが標準値よりも低い場合は、次の方法で対処してみてくださ
い。

• ルーターやスイッチなど、ネットワーク機器の帯域を確認してください。ネットワークの帯域を高め、フィー
ドを処理するために、機器をアップグレードする必要があるかもしれません。

• カメラの解像度を下げてください。カメラの解像度を変更するには、次の手順に従ってください。 
a Surveillance Station を起動します。
b [IP カメラ ] を開きます。
c リストからカメラを選択します。
d [編集 ] をクリックします。
e カメラ設定ページで [ ビデオ ] タブを選択します。

スナップショットを保存したり、録画をダウンロードしたりすることができません
スナップショット、録画、システム ログは USB ドライブに保存できます。ファイルを保存するには、USB ド
ライブを VisualStation に接続してください。



 

 

SYNOLOGY, INC. 

エンドユーザー用の使用許諾契約 

必ずお読みください：このエンドユーザー用の使用許諾契約書（以下「EULA」）は、あなたが購入された SYNOLOGY 製品（以

下「製品」）にインストールされていた SYNOLOGY ソフトウェア、合法的に WWW.SYNOLOGY.COM からダウンロードし

たソフトウェア、または SYNOLOGY が提供するその他の方法で入手した SYNOLOGY ソフトウェア（以下「ソフトウェア」）

について、あなた（1人の個人または 1つの団体のいずれか）と SYNOLOGY, INC.（以下「SYNOLOGY」）の間で交わされる

法的な契約書です。 

あなたは、製品に含まれているソフトウェアを使用する、ソフトウェアを製品にインストールする、デバイスを製品に接続す

ると、本 EULA の条件に同意したものとみなされます。本 EULA の条件に同意いただけない場合は、ソフトウェアが含まれる

製品を使用したり、WWW.SYNOLOGY.COM からソフトウェアをダウンロードしたり、その他 SYNOLOGY が提供する方法

でソフトウェアを入手したりしないでください。その場合は、製品を購入した販売店に製品を返却し、販売店の返却条件に従

って返金を求めてください。 

第 1条。条件付きソフトウェアライセンス。 本 EULA の利

用規約に従い、Synology はユーザーに製品の許可された使用

についてのみ、製品または製品に接続されたデバイスに読み

込まれたソフトウェア 1部をインストール、実行、使用する

ための限定付き、非独占的、譲渡できない個人用ラインセン

スを許可します。 

第 2条。文書。 ソフトウェアに付属のいかなる文書も適度な

枚数の複製を作成し使用することができます。その複製は、

社内使用に限り、第三機関に対して再発行または再配布（ハ

ードコピーまたは電子コピーのいずれの形式においても）し

てはけません。 

第 3条。バックアップ。 ユーザーは、バックアップおよび保

管目的において適切な枚数のソフトウェアの複製を作成す

ることができます。 

第 4条。更新。 元のソフトウェアを更新または補足するため

に、Synology のウェブサイト www.synology.com（以下「ウ

ェブサイト」）、または Synology が示すその他の方法で提

供されたソフトウェアは、かかる更新や補足に別途ライセン

ス要項が付帯されている場合を除き、すべてこの EULA に準

拠します。 

第 5条。ライセンス制限。 第 1条、2条、3条で制定される

ライセンスは、ユーザーが注文および購入した製品の定める

範囲で適用され、そのソフトウェアに対するユーザーのすべ

ての権利を提示します。Synology は、本書において明確にユ

ーザーに与えられていないすべての権限を保有します。前述

の規定にもかかわらず、第三者に対して次のような行為をす

ることは禁止されています。(a) 製品に関する目的以外で本

ソフトウェアを使用すること、(b) 本ソフトウェアの使用許

可、配布、リース、レンタル、転写、譲渡、またはソフトウ

ェアをその他の方法で提供すること、(c) 本ソフトウェアのリ

バースエンジニア、逆コンパイル、逆アセンブル、または本

ソフトウェアのソースコードまたは機密情報を得るための

試みを行うこと、ただし、この制限に関わらず準拠法により

そのような行動が明確に許可されている場合は除く、(d) ソ

フトウェアの派生物を採用、修正、改造、翻訳、または作成

すること、(e) ソフトウェアまたは製品の著作権表示または

その他の所有権表示を取り除く、修正する、隠すこと、(f) 製

品またはソフトウェアのコンポーネント、特徴、機能へのア

クセスを Synology が管理するために採用するあらゆる方法

を回避、または回避しようとすること。第 5条で規定した制

限については、Synology NAS サーバーがホストするサービ

スをあなたが第三者に対して商用を目的として提供するこ

とを禁止するものではありません。 

第 6条。オープンソース。 本ソフトウェアには、GNU General 

Public License ( 「 GPL Components 」 )

（ http://www.gnu.org/licenses/gpl.html 参 照）の 下 で 

Synology にライセンス許可が与えられているコンポーネン

トが含まれる場合があります。GPL の条件は、本書の内容が 

GPL コンポーネントの使用に関して GPL の要件と衝突する

場合に GPL コンポーネントに対してのみ適用され、そのよ

うな場合、ユーザーは該当コンポーネントの使用について 

GPL に準拠することに同意するものとします。 

第 7条。監査。 Synology は、本書の利用規約に関するユー

ザーのコンプライアンスを監査する権利を有します。ユーザ

ーは、Synology に施設、設備、帳簿と記録、文書へのアクセ

スを許可し、Synology または Synology が認めた代理人の監

査を促進させるために適切な協力を行うことに同意するも

のとします。 

第 8条。所有権。 本ソフトウェアは、Synology およびライ

センス契約者の価値のある資産であり、著作権法およびその

他の知的財産法および条約で保護されています。Synology ま

たはそのライセンサーは、ソフトウェアに対するすべての権

利、権限、利権を有しています。これには著作権やその他の

知的所有権を含みますがこれだけに限りません。 

第 9条。制限付き保証。 Synology は、ウェブサイトで規定

されている場合を除き、お住まい地域の法律が認める期間、

Synology が公表するソフトウェア仕様を実質満たしている

ことについて制限的に保証します。Synology は、商取引上の

合理的な方法で、Synology 独自の決断により、ソフトウェア

の不具合を修正する、または前述の保証に準拠しないソフト

ウェアを交換する、のいずれかを行います。ただし、この場

合、保証期間内にユーザーが Synology に対して不具合を書

面にて通知する必要があるとします。前述の保証は、以下を

起因とする不具合には適用されません。(w) 本書に従って使

用、複製、配布、公開しない場合、(x) Synology 以外の者に

よるソフトウェアのカスタマイズ、修正、その他の改造が行

われた場合、(y) Synology 以外の者により提供された製品、

サービス、またはその他の事柄とソフトウェアを併用した場

合、または (z) 本書の規定に従わない場合。 

第 10条。サポート。 第 9項で示した期間中は、Synology は、

ユーザーにサポートサービスを提供します。期間後のソフト

ウェアに対するサービスは、書面による要望がある場合にお

いて Synology により提供される場合があります。 

第 11条。免責事項。 上記に明記されている場合を除き、ソ

フトウェアはエラーも含め、「現状のまま」提供されます。

SYNOLOGY およびそのサプライヤーは、ソフトウェアに関

して商用性、特定目的への適合性、ソフトウェアの使用以外

に、明示された、示唆された、法的、法律により発生したす

べての保証に対して免責される権利を持つものとします。上

述の条件に限らず、SYNOLOGY はソフトウェアにバグ、エ

ラー、ウイルス、その他の結果が含まれていないことを保証

しません。 

第 12条。特定損害の放棄。 いかなる場合も SYNOLOGY お

よびそのライセンサーは、ソフトウェアの使用または使用し

ないこと、または本書に規定される、または本書に関連して

発生する偶発的、間接的、特別、懲罰的、結果的、または同

等の損害（データ、情報、収益、利益またはビジネスの喪失

http://www.synology.com/
http://www.synology.com/
http://www.synology.com/
http://www.gnu.org/licenses/gpl.html


 

 

を含みそれに限定されない）を補うための費用について、契

約、不法行為（過失を含む）、厳格責任、またはその他の論

理が基であるかどうかに関わらず、SYNOLOGY がその損害

の可能性について知らされている場合においても一切の責

任を負いません。 

第 13条。責任の制限。 本ソフトウェアの使用、または使用

できないことから生じる、または関連する、または本書また

は本ソフトウェアに記載される、または関連する 

SYNOLOGY およびそのサプライヤの責任は、契約、不法行

為（過失を含む）、厳格責任、またはその他の論理が基であ

るかどうかに関わらず、負う損害の額面に関わらず、製品の

購買に実際に費やした額面に限定します。前述の保証の放

棄、特定損害の放棄、および責任の制限は、準拠法の許す範

囲で最大限に適用されます。州および／または管轄の法律に

よっては、暗示保証の除外または特定損害の除外または制限

を許可していない場合があります。本書に適用されるそれら

の法律の許す範囲で、上述の除外および制限がユーザーに適

用されない場合があります。 

第 14条。輸出規制。 本ソフトウェアは、米国の輸出規制の

対象です。ユーザーは、米国輸出管理規則を含みこれに限定

されない、本ソフトウェアに適用されるすべての準拠法およ

び規定を準拠することに同意したと見なされます。 

第 15条。契約の終了。 その他の権利を侵害することなく、

ユーザーが本書の利用規約に従わない場合は、Synology が本

書の契約を終了する場合があります。その場合、ユーザーは

本ソフトウェアの使用を止め、本ソフトウェアのすべてのコ

ピーおよびそのすべてのコンポーネントを破棄する必要が

あります。 

第 16条。譲渡。 製品にアプリインストールされていた場合

を除き、第三者にあなたの権利を譲渡したり、割り当てたり

することはこの EULA において禁止されています。前述の制

約に違反するそのような移譲または譲渡は、無効です。 

第 17条。準拠法。 地域法で明確に禁止する場合を除き、こ

の EULA は、抵触する法の原則に反するかどうかに関係な

く、中華民国（台湾）の法律に準拠します。 

第 18条。紛争の解決。 紛争が生じた場合には、R.O.C. 仲裁

法および関連施行規則の手順に従って 3 人の中立調停者に

より実施される仲裁により、最終的な解決が行われます。こ

の場合、調停はあなたと Synology の間の紛争に限ります。

仲裁または仲裁の一部は、その他の仲裁に合併されず、集団

または集団代表ベースでは実施されません。調停は台湾 

(R.O.C.) の台北で行われ、仲裁の手続きは英語で行われ、両

当事者が同意する場合は、北京語で行われるものとします。

仲裁裁定者は最終的で、当事者を拘束するものであり、司法

管轄権を持つ裁判所において強制力を持ちます。この条項が

ない場合、あなたは裁判所を通じて紛争の訴訟を起こす権利

を有しており、これには、集団または集団代表ベースでの請

求を要求する訴訟の権利が含まれていることをあなたは理

解していますが、あなたは明示的および意図的にこれらの権

利を放棄し、この第 18 条に従って、拘束力のある仲裁を通

じて紛争を解決することに同意したことになります。本条の

いかなる部分も、Synology が差し止めによる救済またはその

他の権利および Synology の知的財産権に関連する本書の条

項への不履行またはその脅威に対する法律または衡平法に

おける救済手段の要求を禁止または制限しないこととしま

す。 

第 19条。弁護士費用。 本 EULA におけるいかなる仲裁、調

停、その他の法的行為、または権限または救済手段を行使す

る際、勝訴した当事者は、他の救済措置に加えて、その費用

および適切な弁護士料金を回収する権利があります。 

第 20条。契約の分離。 本書に、管轄裁判所で無効、不法、

または法的強制力がないと判断された条項がある場合にお

いても、本書の残りの部分は有効に存続します。 

第 21条。完全合意。 本書は、本ソフトウェアおよび本書の

対象物について Synology とユーザー間の完全合意を制定

し、書面または口頭に関わらず、すべての事前および同時期

の了解事項および合意に優先します。本書の条項に対する訂

正、修正、または権利放棄は、実施する当事者が署名する法

的文書で制定されていない限り、拘力がありません。

注意：英語版とその他の言語の説明に矛盾または不一致がある場合は、英語版を優先します。 

 



 

 

SYNOLOGY, INC. 

制限付き製品保証 

本限定保証（「保証」）は、SYNOLOGY AMERICA CORP AND SYNOLOGY UK LTD. を含む SYNOLOGY, INC. およびその

関連会社（総称して「SYNOLOGY」という）の製品（以下に記載）に適用されます。ユーザーは、製品パッケージの開封ある

いは製品の使用により、本保証の条件に拘束されることを承諾し、同意します。本保証の条件に同意しない場合は、製品を使

用しないでください。その場合は、製品を購入した販売店に製品を返品し、販売店の返品規定に従って返金を求めてください。 

第 1条。定義。  (a) “新製品：(1) "「カテゴリー I 製品」とは、

Synology 製品モデル RS810+、RS810RP+、RX410、13シ

リーズ以上の末尾に XS+/XS が付いた全 DS/RS NAS モデル 

(RS3413xs+ を除く)、13シリーズ以上の 12ドライブベイ装

備の全 DX/RX 拡張ユニット、E10G15-F1、ECC RAM モジ

ュールキット (4GB/8GB/16GB)、DDR3 RAM モジュール 

(4GB) を意味します。(2) "「カテゴリー II 製品」とは、Synology 

製品モデル  RS3413xs+、 RS3412xs、 RS3412RPxs、

RS3411xs、RS3411RPxs、RS2211+、RS2211RP+、RS411、

RS409RP+、RS409+、RS409、RS408-RP、RS408、RS407、

DS3612xs、DS3611xs、DS2411+、DS1511+、DS1010+、

DS710+、DS509+、DS508、EDS14、RX1211、RX1211RP、

RX4、DX1211、DX510、DX5、VS360HD、VS240HD、

DDR2/DDR3 RAM モジュール（1GB/2GB）、ECC RAM モ

ジュール (2GB)を意味します。(3) 「カテゴリー III 製品」と

は、次の要件を満たす Synology 製品モデルを意味ます。12 シ

リーズ以上の 5 個のドライブベイを持つ、XS+/XS が末尾に

つかないすべての DS NAS モデル、12 シリーズ以上の

XS+/XS が末尾につかないすべての RS NAS モデル、12 シ

リーズ以上の 4 または 5 ドライブベイを持つ、すべての 

DX/RX 拡張ユニットを意味します。(4)「カテゴリー IV 製品」

とは、2008 年 3 月 1 日以降にカスタマにより購入されたそ

の他すべての Synology 製品モデルを示します。(5)「カテゴ

リー V 製品」とは、2008 年 2 月 29 日までにカスタマによ

り購入されたその他すべての Synology 製品モデルを示しま

す (b) 「モデルチェンジされた製品」とは、一新されたモデ

ルでオンラインショップを通じて Synology が直接販売する 

Synology 製品を意味し、Synology ディストリビューターや

正規販売店は含みません。(c) 「お客さま」とは、Synology ま

たは Synology の正規代理店および販売店から製品を購入し

た最初の個人または団体を示す。(d) 「オンライン ショップ」

とは、Synology または Synology の子会社が運営するオンラ

イン ショップを意味します。(e) 「製品」とは、新製品また

はモデルチェンジされた製品、および Synology によって製

品に搭載されたハードウェアおよび付属のドキュメンテー

ションを意味します。(f) 「ソフトウェア」とは、カスタマが

購入した製品に付属する、カスタマがウェブサイトからダウ

ンロードする、または Synology の製品にプリインストール

されている Synology の保有するソフトウェアで、ファーム

ウェア、関連する媒体、画像、アニメーション、動画、オー

ディオ、テキスト、ソフトウェアまたは製品に組み込まれる

アプレット、および該当ソフトウェアのアップデートまたは

アップグレードが含まれる。(g)「保証期間」とは、お客さま

が製品を購入した日から始まり、(1) カテゴリ I 製品は 5 年間、

(2) カテゴリ II および III 製品は 3 年間、(3) カテゴリ IV 製品

は 2 年間、(4) カテゴリ V 製品は 1 年間、(5)「現状のまま」

で販売された製品、またはオンラインショップで「保証なし」

の状態で販売された製品を除き、新たに提供された製品は提

供後  90 日間とします。 (h)「ウェブサイト」とは、

www.synology.com に配置されている Synology ウェブサ

イトを指します。 

第 2条。制限付き保証と救済手段 

2.1 制限付き保証。  第 2.6条に従って、Synology は、保

障期間中、各製品について (a) 製造上の材料不良がないこと、

(b) 正常な使用において Synology の公開仕様に従って正し

く機能することをカスタマに保証します。Synology は、製品

付属のエンドユーザー用の使用許諾契約書（存在する場合）

の条項に従ってソフトウェアを保証します。Synology は、「現

状のまま」販売されるモデルチェンジされた製品、またはオ

ンラインショップから「保証なし」で購入された製品につい

ては、保証を行いません。 

2.2 唯一の法的救済手段。  カスタマが以下に説明する方

法で適切な保証期間内に第 2.1条で制定する保証の不具合を

通知した場合、Synology が該当する不具合を検証した後、

Synology が独自の判断で以下を行います。第 2.3条に従って

製品の完全な返却が行われた後に、(a) 商業的に適切な方法

で製品を修理する、または、(b) 不具合のない製品または部

品と交換します。前述は、第 2.1条の保証不履行または製品

に対するその他の不具合または欠陥に対する Synology の完

全な責任であり、カスタマの唯一かつ非排他的な救済手段で

す。カスタマは、製品の不具合に対する Synology の診断と

検証を適切に支援しなければなりません。第 2.1条に制定す

る保証に以下は含まれません。(1) ソフトウェアに関係する

保証、(2) カスタマの現場における製品の物理的な設置と取

り外し、(3) カスタマの現場への訪問、(4) Synology および契

約サービスプロバイダの通常営業時間（週末およびサービス

プロバイダの休日を除く）以外に不具合部品の修理または交

換に必要な労働時間、(5) 第三機関の設備またはソフトウェ

アで行う作業、(6) カスタまたは第三機関が設置したハード

ディスクの保証、(7) ハードディスクの互換性保証。 

2.3 返却。  第 2.2条に従ってカスタマが返却する製品は、

返却前に Synology から商品返却確認番号（RMA）を取得し、

Synology の現行の RMA 手順に従って返却しなければなり

ません。カスタマは、Synology 正規代理店または販売店に連

絡して RMA の取得を依頼し、依頼時に購入の証明および製

品のシリアル番号を提示する必要があります。保証請求の場

合、本保証の対象とするため、カスタマは、第 2.3条に従っ

て製品を完全な状態で Synology に返却する必要があります。

RMA 番号を取得せずに返却された製品、または分解された

製品（Synology の指示による場合は例外）は、受け取りを拒

否され、カスタマの費用でカスタマに返送されます。RMA 番

号を取得した製品は、必ず Synology から納品された状態に

可能な限り近い状態で、Synology の指定する住所に、製品を

十分保護できるよう梱包し、箱の外側の見える場所に RMA 

番号を明記して、運賃前払いで返却してください。返却する

品物が Synology に適切に配達されるまで、品物に対する保

険および損失はカスタマの責任です。RMA 番号を取得した

製品は、その RMA 番号を発行してから 15 日以内に必ず返送

してください。 

2.4 Synology による交換。  第 2.1 条に従って本保証で 

Synology が製品交換を選んだ場合は、Synology は、第 2.3 条

に従って返品された不具合製品を受領後、その製品の保証に

適合するか確認した上、自社負担で Synology の選択した配

送方法により交換製品を発送します。一部の国においては、

Synology は独自の判断により、特定製品に Synology 交換サ

ービスを適用する場合があります。お客様が返却した不具合

製品を受領した後で、Synology は交換製品を出荷します

（「Synology 交換サービス」）。 

2.5 サポート。  保証期間中、Synology は、カスタマにサ

ポートサービスを提供します。保証期間後の製品に対するサ

ービスは、書面による要望がある場合において Synology に

より提供される場合があります。 

2.6 例外。  前述の保証および保証義務は、(a) 製品仕様に

指定または説明されていない方法によりインストールまた

http://www.synology.com/


 

 

は使用された製品、(b) Synology またはその代理店または任

命者以外により修理、修正、改正が行われた製品、(c) 何らか

の方法で誤用、悪用、損傷した製品、(d) 製品が意図するデ

ザインのハードウェアまたはソフトウェア以外で Synology 

が提供していない品物を使用した製品、(e) その他の方法で

製品の仕様に準拠していない製品、および Synology の管理

下でない原因に起因する不具合には適用されません。また、

前述の保証は、(1) Synology が許可した場合以外にカスタマ

が製品を分解した場合、(2) Synology がカスタマに対して提

供する修正、改正、強化、改善、その他の更新をカスタマが

実施しない場合、(3) カスタマが第三者が提供する修正、改

正、強化、改善、またはその他の更新を実施、インストール

または使用した場合には無効になります。第 2.1条に制定す

る保証は、カスタマが第三者に販売または譲渡すると終了し

ます。 

2.7 保証の放棄。  本書に制定する SYNOLOGY の保証、

義務、責任、およびカスタマの救済手段は、非排他的かつ代

用であり、明示または暗示に関わらず、法律またはその他の

原因により生じる、以下を含みそれに限定されない本保証の

下で提供される製品、ソフトウェア付属の文書、およびその

他の品物またはサービスに関連して SYNOLOGY のその他

のすべての保証、義務、責任およびカスタマの SYNOLOGY 

に対するその他の権利、主張、救済手段を放棄、譲渡、拒否

します。(A) 市販性または特定目的または使用との適合性に

対する暗示保証、(B) 履行の過程、取引の過程、または商慣

習により生じる暗示保証、(C) 侵害または不正利用に対する

請求、または (D) 不正行為（過失、厳格責任、製品責任また

はその他の理論に基づくかどうかに関わらず）に対する請

求。SYNOLOGY は、SYNOLOGY の製品に保管されたデー

タまたは情報が安全であり、データ消失の危険がないことを

保証したり具体的に放棄したりしません。SYNOLOGY は、

カスタマに製品に保管するデータをバックアップするな

ど、適切な対策を実施するよう勧めています。州/司法管轄区

によっては、暗示保証の制限を許可しないため、上述の制限

がカスタマに適用されない場合があります。 

第 3条。責任の制限。 

3.1 不可抗力。  適切に制御できない原因または条件（カ

スタマの作為または不作為を含みこれに限定しない）により

本保証が定める義務の不履行または遅延が発生した場合、

Synology は、本保証に対して一切責任を負わない、または本

保証の違反または不履行と見なされません。 

3.2 特定損害の放棄。  いかなる場合も SYNOLOGY およ

びそのサプライヤは、製品、付属の文書またはソフトウェ

ア、および本書に基づいて提供されるその他の品物またはサ

ービスの使用または使用しないことにより発生する偶発

的、間接的、特別、懲罰的、結果的、または同等の損害（デ

ータ、情報、収益、利益またはビジネスの喪失を含みそれに

限定されない）を補うための費用について、契約、不法行為

（過失を含む）、厳格責任、またはその他の論理が基である

かどうかに関わらず、SYNOLOGY がその損害の可能性につ

いて知らされている場合においても一切の責任を負いませ

ん。 

3.3 責任の制限。  本製品、付属の文書またはソフトウェ

ア、および本保証に基づいて提供される品物またはサービス

の使用、または使用できないことから生じる、SYNOLOGY お

よびそのサプライヤの責任は、契約、不法行為（過失を含

む）、厳格責任、またはその他の論理が基であるかどうかに

関わらず、負う損害の額面に関わらず、製品の購買に実際に

費やした額面に限定します。前述の特定損害の放棄、および

責任の制限は、準拠法の許す範囲で最大限に適用されます。

州および／または管轄の法律によっては、暗示保証の除外ま

たは特定損害の除外または制限を許可していない場合があ

ります。本製品に適用されるそれらの法律の許す範囲で、上

述の除外および制限がカスタマに適用されない場合があり

ます。 

第 4条。その他。 

4.1 所有権。  本製品および製品付属のソフトウェアおよ

び説明書には、Synology および第三者サプライヤおよびライ

センサーの所有権および知的所有権が含まれています。

Synology は、製品のすべての権利、権限、知的所有権を保有

および保留します。製品、付属のソフトウェアまたは説明

書、および本保証に基づいて提供されるその他の物品に含ま

れる、または対する権利、所有権または知的所有権は、本保

証の下でカスタマに移譲されません。カスタマは、 (a) 

Synology または Synology の正規代理店または販売店が提供

するソフトウェアに付属する Synology エンドユーザー用の

使用許諾契約書の利用規約に準拠し、(b) 製品またはそのコ

ンポーネント、付属のソフトウェアをリバースエンジニアを

試みる、またはその他の方法で Synology の知的所有件に不

適切に回避、または違反してはいけません。 

4.2 譲渡。  カスタマは、本書に基づく自身の権利を、直

接、法律の運用または他の方法により、Synology から事前に

書面による承諾を得ずに譲渡してはいけません。 

4.3 追加条件なし。  本保証で明確に許可した場合を除き、

他の当事者が発注書、領収書、承認書、確認書、通信、その

他の方法で作成した本保証のあらゆる条項、条件、条項と衝

突するその他の規定に対して、両当事者が制約される、当事

者の片側が特別に対象となることはありません。ただし、各

当事者が書面においてそのような条項に特別に同意してい

る場合は除きます。また、本保証が製品に関連する当事者と

締結した別の契約書の利用規約と衝突する場合、他の契約書

が本保証の条項に優先されることを特別に言及している場

合を除き、本保証が優先されます。 

4.4 準拠法。  地域法で明確に禁止する場合を除き、本保

証は、接触法の原則に反するかどうかに関係なく、米国ワシ

ントン州の法律に準拠します。1980年に採択された国際物品

売買契約に関する国際条約またはその後続は適用しません。 

4.5 紛争の解決。  本製品またはカスタマ間の関係に対し

て Synology が提供する本保証、製品またはサービスから生

じる、または関連する、いかなる紛争、論争、または主張も、

ユーザーが米国に住居する場合は、米国仲裁協会（American 

Arbitration Association）の現行の商事規則に従って単独かつ

最終的に仲裁解決されるものとします。ユーザーが米国以外

に住居する場合は、以下を参照ください。仲裁は単一の調停

者の前で実施され、カスタマと Synology の間の紛争のみに

限定されます。仲裁または仲裁の一部は、その他の仲裁に合

併されず、集団または集団代表ベースでは実施されません。

仲裁は、書類の提出、電話、オンラインまたは当事者の要請

により、調停者の決定した個人により、米国ワシントン州キ

ング郡で実施されるものとします。米国または非米国の仲裁

またはその他の訴訟では、勝訴した当事者は、その当事者が

支払う仲裁費用を含むすべての費用や妥当な弁護士料金を

受け取ることになります。そのような仲裁の手続きで行われ

た決定は最終的で、当事者を拘束するものであり、その結果

に従って適格な司法管轄権の裁判所において裁定が行われ

る可能性があります。この条項がない場合、カスタマは裁判

所を通じて紛争の訴訟を起こす権利を有しており、これに

は、集団または集団代表ベースでの請求を要求する訴訟の権

利が含まれていることをカスタマは理解していますが、カス

タマは明示的および意図的にこれらの権利を放棄し、条項

4,5 に従って、拘束力のある仲裁を通じて紛争を解決するこ

とに同意したことになります。米国以外のお客様の場合、紛

争は R.O.C. 仲裁法および関連施行規則の手順に従って 3人

の中立調停者により実施される仲裁により、最終的な解決が

行われます。仲裁は台湾 R.O.C. の台北で行われ、仲裁の手

続きは英語で行われ、両当事者が同意する場合は、北京語で



 

 

行われるものとします。仲裁裁定者は最終的で、当事者を拘

束するものであり、司法管轄権を持つ裁判所において強制力

を持ちます。本条のいかなる部分も、Synology が差し止めに

よる救済またはその他の権利および Synology の知的財産権

に関連する本保証の不履行またはその脅威に対する法律ま

たは衡平法における救済手段の要求を禁止または制限しな

いこととします。 

4.6 弁護士費用。  本保証におけるいかなる仲裁、調停、

その他の法的行為、または権限または救済手段を行使する

際、勝訴した当事者は、他の救済措置に加えて、その費用お

よび適切な弁護士料金を回収する権利があります。 

4.7 輸出規制。  本製品は、米国の輸出規制の対象です。

ユーザーは、米国輸出管理規則を含みこれに限定されない、

本製品に適用されるすべての準拠法および規定を準拠する

ことに同意したと見なされます。 

4.8 契約の分離。  本保証に、管轄裁判所で無効、不法、

または法的強制力がないと判断された条項がある場合にお

いても、本保証の残りの部分は有効に存続します。 

4.9 完全合意。  本保証は、本件に関する Synology とお客

様との間のすべての同意を制定し、あらゆるおよびすべての

事前同意に優先します。本保証の条項に対する訂正、修正、

または権利放棄は、実施する当事者が署名する法的文書で制

定 さ れ て い な い 限 り 、 拘 力 が あ り ま せ ん 。

注意：英語版とその他の言語の説明に矛盾または不一致がある場合は、英語版を優先します。 
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